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【はじめに】

発作性心房細動(PAF)は潜在的には有病率の高

い不整脈であり､透析患者おいてはPAFが透析困

難症の原因になることがある｡近年心房中隔上部

や心房下位中隔へのペーシングにより心房内伝導

遅延や不応期のばらつきが減少し電気的に安定す

ることでPAFの発生を予防すると言われている｡さら

に長期予後に関しても､心房中隔からのペーシング

の方が心房細動の慢性化が起こりにくいと､清水昭

彦らにより報告されている｡

今回､当院において PAFが透析困難症の原因と

考えられた慢性透析患者に ､PAF抑制を目的に

心房中隔ペーシングを行なうことで､安定した維持

透析が行えるようになった症例を報告する｡

【症例】

慢性糸球体腎炎で透析を開始した透析歴26年の

66歳､女性(身長 156cm､体重44Kg)｡

pAFのコントロール目的で塩酸ベプリジルを授与さ

れていたが徐脈が朋在化し､2004年7月に徐脈頻

脈症候群でペースメーカ描込みの適応と判断され

植込みを施行した｡

【方法】

透析中の PAFを伴う血圧低下を捉めた場合､透

析困難症イベントと定顎し､月単位の透析由雛症

イベントとペースメーカのモニタ機能によるPAFエピソ

ードとの関係を検討した｡
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(透析困難症イベント率-透析困難症イベント回

数÷1ケ月の透析回数)

心房ペーシングリード(Intermedics社製 THINuNE

435-35S)はmedikit社製特注ロングシースを用い

て心房下位中隔に留置した｡(図1)

図1 medikit社製特注ロングシース
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ペーシングジェネレーターは心房性期外収縮を認識

すると心房をペーシングする､PAF予防ペーシング機

能のあるVitatron社製selection900Eを用いた｡

心室ペーシングリードは St.JUDEMEDICAL社製

TENDRIL1488Tを用いた｡(図2)

図2 植込み部位
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【結果】

ペースメーカ植込み後の透析困難症イベントは一時

的にはなくなったが､植込み後4ケ月に再発した｡

しかし2005年2月にPAF予防ペーシング機能をo

Nにしたところコントロール可能となり､自覚症状とペ

ースメーカのモニタ機能共にPAFの減少を認めた｡

(図3)

図3透析田杜症とPAFの相関関係
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PAF発生時の12誘導心電図(図4)とペースメーカ

植込み後の12誘導心電図(図5)の､Vl誘導での

P波幅を比較したところ､植込み前は135ms､植込

み後は95msと短絹が得られた｡(図6)

図4 PAF発生時の12許専心電図

図5 ペースメーカ植込み後の12諌導心電図

図6 Vl崇導でのP波幅

【考察】

心房下位中隔へペーシングリードを留置しペーシン

グをしたことで､心房全体の興奮時間が短縮され､

心房細動の電気的気質の1つである心房内伝導

遅延が改善されたためにPAFが抑制され､PAFによ

る透析困難症イベントが減少したと考えられた｡

【まとめ】

PAFを伴う透析困難症の症例にペースメーカ植込

みを施行し､自覚症状の改善がみられ､維持透析

も安定して行えるようになった｡
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